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。
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中世寺院社会と民衆 衆徒と馬借・神人・河原者
下坂會箸
山門の嗽訴の検討から、山門の「惣寺」がどのような組織と機能をも
つものであったかを明らかにしたうえで、足利義満以降の武家政権と
の関係や、近江坂本の在地人と日吉社の大津神人が山門の活動にどの
ような影響を与えたかを論じ、さらには、中世都市京都の変容につい
ても、絵画史料を駆使 して明らかにする。
レA5判・430頁 /本体 7,500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1779-3

日本中世の社会と寺社
細川涼一著
律宗・律僧が中世社会で果たした役割を中心に、女性や被差別民など、
歴史の主流からこばれ落ちがちなものたちへ常にまなざしを注ぎ、境
界領域から歴史を問い続けてきた著者の主要な研究成果を一書にまと
める。

レA5判・452頁 /本体 7,700円 (税別)    ISBN978-4-7842-1670-3

怨霊・怪異・伊勢神宮
山田雄司著
古代 。中世社会で大きな意味をもち、社会の底流で歴史を動かしてき
た怨霊 。怪異。早良親王・菅原道真・崇徳院などの怨霊や、様々に記
録・伝承される怪異など、その諸相を歴史的に跡づける。さらには親
鸞や伊勢神宮といった、神と仏をめぐる領域をも射程に入れて集大成
する。
>A5判・448頁 /本体 7,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1747-2

摂関院政期思想史研究
森新之介箸
摂関院政期における民衆仏教史観の研究史を整理し、当該期の思想家
たちや事象の考察および実証研究を深めることにより、通説としての
民衆仏教史観と切 り結び、その実像を鋭く描き出す。日本の思想史上、
極めて重要な時期の一つとされる摂関院政期の思想史叙述に修正を迫
る一書。
レA5判・352頁 /本体 6.500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1665-9

関山慧玄と初期妙心寺
加藤正俊著
世縁の粘着を嫌い隠逸の生涯を送つた妙心寺の開山・関山慧玄は、自
らの意志で伝記の手掛かりとなるものは遺さなかつた。後世の関山伝
や印可状などの諸史料を精密に分析 し、初期妙心寺における関山を中
心とした諸問題にとりくみ、宗門の密室性に分け入つた一書。

室町期東国社会と寺社造営
小森正明箸                思文間史学叢書
寺社の造営事業は、寺社を中心とする経済活動―寺社領経済―の発展
に大きな効果をもたらした。本書は、鎌倉府体制下にあつた室町期の
東国社会に、寺社造営事業と寺社領経済が与えた影響を考察する。「香
取文書」など中世東国の「売券」の長年にわたる分析に基づく成果。

>A5判・356頁/本体 7,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1421-1

※日本近世の宗教と社会
菅野洋介著
奥州と関東を主に、戦国期以降の仏教・神道・修験道・陰陽道等と地
域社会とのかかわりを、東照宮や寛永寺を中心とした幕府権威をも視
野にいれて考察。本所権威の在地社会への浸透、在地社会における諸
宗教の共存と対抗、民衆宗教の展開とそれを規定する社会情勢、そし
て在地寺院など宗教施設の「場」としてのあり方を追求する。
レA5判・380頁/本体 7,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1572-0

法然上人絵伝の研究
中井真孝著
著者のライフワークである法然上人絵伝の研究を集大成した学界待望
の論文集。知恩院本『法然上人行状絵図』の成立、絵伝諸本の個別研
究をはじめ、専修念仏に先立つ百万遍念仏の歴史的展開を考察した2
論文、古代仏教に関する論考4編を含む、合計19編からなる。今後の
法然上人伝記研究を進める上での基本文献として貴重な一冊である。
レA5判・478頁 /本体 91500円 (税別)    ISBN978-牛 7842引 69牛 9

室町水墨画と五山文学
効市真理子著
室町時代中期の画僧である岳翁と東福寺僧了庵桂悟の関係を手がかり
に、詩画軸制作のありようを探り、雪舟と関連づけることで、周文の
実像に迫ることを試みる。さらに禅僧の文人的営為を反映するものと
して、周文筆と伝えられる詩画軸や煎茶図様の水塁画について考察。

レA5判・336頁/本体 6,000円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1607-9

室町幕府の東国政策
杉山一弥著
室町幕府の東国政策という視点から室町期東国社会をとらえ直し、そ
の焦点を平時・戦時それぞれの東国の儀礼と秩序、東国における足利
氏一族庶子の存在意義、室町幕府・鎌倉府の境界領域ならびに政治・
経済的に競合する地域社会における諸階層の動向にあわせて再検討す

>A5判 ・300頁 /本体 6,500円 (税別)

※戦国期関東公方の研究        中世の契約社会と文書
阿部能ス著               JTI文 間史学叢書  村石正行著
関東府の長である関東公方権力の戦国期から江戸期初頭にかけての諸  従来、中世の契約債習のなかで債権者から渡され債務者の側に残る文
問題の解明に取り組む。公方発給文書の様式変化にみる権力構造の実 書についての研究は等閑視されてきた。本書は売買・貸借などの契約
態、鶴岡人幡宮・錢阿寺や禅宗 。一向宗などの寺社勢力との関係、関 関係を題材に、それに関わる契約者双方の文書作成のあり方を検証、
東公方家の後裔である喜連川家の幕藩体制下の位置、さらに武家故実  「塵芥集」における法慣習なども援用しながら、双方向の文書授受と
書『鎌倉年中行事』の成立背景を探る。               それにまつわる文書作成が一般的におこなわれていた可能性を示す。
レA5判 '320頁/本体 5,700円 (税別)      ISBN牛 7842-1285-X レA5判 '352頁/本体 7.500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1668-0

※戦国大名武田氏の権力構造
丸島和洋著
国大名はどのような伝達ルー トを介して家中の内外との意思の疎通を
行つたのか ?本書は甲斐武田氏を分析対象とし、家中を代表して他大
名との外交を担った「取次」に着目。領国支配における意思伝達経路
の検討とあわせて、大名権力の中枢を構成する家臣や、大名と家臣の
関係について見つめ直し、戦国大名の権力構造を明らかにする。
レA5判 '436頁/本体 8.500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1553-9

※増補・改訂 南北朝期公武関係史の研究
森茂暁著
南北朝期の公家政局の構造、および朝廷と幕府との関係を、豊富な史
料をあげて実証的に読み解き、その後の中世政治史の発展を決定づけ
た、1984年文献出版刊行の名著を増補・改訂して復刊。増補にあたつ
ては、32頁に及ぶ新補注を付し、旧版刊行後に見いだされた基礎デー
タ等を収録。
レA5判・612頁 /本体 9,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1416-7

ISBN4-7842-1281-7  
β胎判 '388FEフ /琳ミイ本7,200円 (税男u)

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌
話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下さい。※印の

室町幕府管領施行システムの研究
亀田俊和著
応仁・文明の大乱以前の室町幕府における根幹の制度であり、将軍の
主従制的支配権を強化・促進 し、全国の武士・寺社本所に権益を与え
ることによつて政権基盤の強化に大きな貢献を果たしたと評価できる
管領施行システムの沿革と意義を分析・解明する。

レA5判・544頁/本体 9,800円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1675-8

中世日本の政治と文化
森茂暁著                 熙文間史学叢書
鎌倉時代から室町時代にかけて、現存している古文書や、政治と深く
関わつた宗教者から、「中世日本」とはどのような時代だつたのかを
ひもとき、さらに『増鏡』や『太平記』、「博多日記」という記録史料
など、文芸作品からのアプローチをも試みる。中世の政治と文化を総
合的に明らかにした論考15篇 を収録。
レA5判・480買 /本体 9.000円 (税別)      ISBN牛 7842-132牛 4

ISBN978-4-7842-1739-7

『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


